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か、in vivo 実験に必要な実験環境の構築を行った。 
研究の背景
研究の目的
（１）下丘局所回路の in vitro 機能イメージング 
下丘への入力線維（外側毛帯）を温存するよう
に下丘スライスを作成し、これに細胞膜透過性カ









（２）下丘局所回路の in vivo 機能イメージング 























c) 固定した GAD67-GFP マウス頭部を上記固定
装置に設置したあと、２光子顕微鏡で観察を行っ
た。800nm の励起光によって下丘表面から***m
に存在する GFP 陽性細胞（GABA 作動性ニューロ
ン）を観察することができた。 
d) 蛍光カルシウム指示薬 Oregon Green 488 











からは in vivo 実験を開始する予定である。 
 
図 in vivo 注入法によって活動を示した大脳皮質
ニューロン集団。(a) 蛍光強度変化を示したピクセ










と抑制性ニューロン集団の in vitro および in vivo
機能イメージング」 代表 採択 ５０万円 
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